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研究成果の概要： 
頂点作用素代数関係   
(1) 頂点作用素代数の研究は、有理型の条件の下で行われることが多かったが、研究代表者の
研究により、Ｃ２有限条件の方が重要であることが認識された。ここでは、C2-有限型の条
件の下に、非有理型頂点作用素代数を扱い、semi-rigidity という概念を導入して、その仮
定の下で平坦性を証明した。 
(2) ある種の頂点作用素代数のウエイト２の空間はグライス代数と呼ばれる可換代数である。
可換代数として有名なジョルダン代数がグライス代数となるかどうかは良く分かっていな
かった。ここでは、対称行列全体がなすジョルダン代数に対してそれをグライス代数とし
て持つような任意の中心電荷を持つ頂点作用素代数を構成した。 
群論関係 偶数位数の単純群の位数を抑える非常に良い公式を見つけた。 
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１．研究開始当初の背景 
 
(1)頂点作用素代数は分かり易い有理型（す
べての加群が既約加群の直和となってい
るもの）のものしかほとんど研究されて
いなかった。 
また、頂点作用素代数の自己同型に関し
ても特別なものしか研究されていなかっ
た。 
ところが、研究代表者の宮本の研究によ
り、有理型よりはＣ２有限性の方が重要
であることが示され、加群の交絡作用素
なども logarithimic と呼ばれる z ベ
キ以外に log z の自然数ベキが付いたも
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のを研究するようになってきた。 
 
(2)有限群の研究は、単純群分類完成後、急
激に構造的解析の研究が停滞し、条件付
きの可解群の研究や表現論的な研究が中
心で、単純群の構造解析が少なくなった。 
 
 
 
２．研究の目的 
 
(1)頂点作用素代数の場合、非有理型であっ
ても C2 有限であれば良い性質を持って
いると予測し、その解明を行う。例えば、
通常の代数におけるテンソル積に対応す
るフージョン積が平坦であるとか、Ｃ２
有限条件を満たす頂点作用素代数の有限
位数の自己同型による固定空間もＣ２有
限条件を満たすのではないかと予想して
いる。これらの予想を解く為の手法を開
発するのが本研究の目的であった。 
 
(2)有限群の研究では、頂点作用素代数の自
己同型群として出て来る有限群を調べ、
その性質を求めたい。例えば、ムーンシ
ャイン頂点作用素代数の自己同型として
出て来るモンスター単純群の性質を頂点
作用素代数の自己同型群として特徴つけ
たい。 
 
 
 
３．研究の方法 
 
(1,2)頂点作用素代数に関しては、グライス
やメイソンなどの海外の研究者と情報
交換し、ツー代数の構造を調べる。ま
た、有限群との関連においては、有限
代数系の表現論研究者や群の研究者と
連絡を取りながら、頂点作用素代数の
ツー代数の構造を決定し、その性質を
調べる。また、頂点作用素代数の自己
同型によるトレイス関数を使って、表
現の研究に指標理論を持込み、モジュ
ラー不変性の理論を利用したい。これ
らの知識を得る為に、それぞれの分野
の研究者と連絡を取る。 
 
 
 
４．研究成果 
 
(1)研究代表者が行ったＣ２有限であるよう
な頂点作用素代数のモジュラー不変性を
かなり拡張した。 
 
(2)Ｃ２有限かつ semi-rigidity であれば、希
望の性質を満たすことを確認した。また、
より大きなモジュラー不変性を期待でき
る 
 
(3)グライス代数がジョルダン代数となるよ
うなものを無限系列構成した。 
 
(4)有限群の立場から、位数２の自己同型元
の重要性に着目し、偶数位数の群の位数
を抑える非常に良い評価式を構成した。 
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